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【１８春闘スト権集約結果】
	地区名
	項目
	賛成
	反対
	白紙・棄権
	無効
	合計

	全　国

	賃金引上げ
	796
	4
	20
	0
	820

	
	労働時間短縮
	791
	6
	23
	0
	820

	
	港湾産別協定履行
	795
	2
	23
	0
	820

	
	全国港湾課題
	797
	2
	21
	0
	820

	
	安全衛生問題
	789
	9
	22
	0
	820

	
	国民的諸課題
	774
	20
	26
	0
	820




《長時間労働の是正に向けた労使共同アピール（案）》
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３月８日（木）　第３回　検数労連１８春闘交渉　１５：００～１６：００


１８春闘スト権、すべての項目で９４％以上の賛成票を獲得！


春闘要求前進に向けて大きな期待と弾みをつける結果に！


























第３回検数労連１８春闘交渉経過





　２月８日～２６日までを投票期間とした『検数労連１８春闘スト権』について、


中央集約を行った結果、左記のとおり全ての項目において、９４％以上の賛成票を獲得。組合員の１８春闘にかける大きな期待と要求前進に向けて弾みをつける結果となりましたことを報告します。１８春闘勝利に向けてガンバロウ！


　




















































































































３月８日（木）第３回検数労連１８春闘交渉で組合は両協会に対し、１７年度収支実績の概要と、１８年度の事業計画の報告を求めましたが、両協会ともに『現時点において、事業収支実績・事業計画等、作成中であり暫くの間、時間をいただきたい』との説明に終始しました。


  組合は両協会の主張に対


















































１．検数労使は、これまでも長時間労働の削減に向けて、中央・支部労使で様々な取り組みを行ってきた。長時間労働は、労働者の心身に大きな影響を与え、社会的な問題となっている過労死につながる恐れがあるとともに、労働者の能力発揮を阻害し、企業業績にも悪影響を及ぼすことになる。


２．検数両協会で働くすべての労働者が安全で健康に働くことができ、働きがいをもって能力を最大限発揮できる環境を整備することが、検数労働者の質の向上につながり、検数事業の持続的な発展のためにも必要な取り組みである。


３．検数労使は、これらの認識を共有し、長時間労働の是正に向けて労使が協力しあいながら、労働者の健康はもちろんのこと、生産性の向上の実現に向けて最大限の努力をおこない、今後もより一層の取り組みを推進していく。



































し、労組要求の一つである


有額回答に向けた交渉を積み重ねている中で、現時点の情報が少なすぎる。有額回答に向けた細かい報告をするべきと主張をしました。


　続けて組合は両協会の長時間労働の実態報告と対策の報告を求めました。





【全日検】


　長時間労働対策について、８０時間超を無くすよう全国で取り組んだ結果、月によ



























































ってバラつきが出ているが多かった月でも８０時間以上者が全国で２０名と一定の成果が出ている。１８年からはさらに抑制を進めて７０時間以内に抑える取り組みを進めている。最終的には全国的に６０時間以内に抑えられるよう取り組んでいく。





【日検協会】


　８０時間以上の従業員は全国で１名だけとなっている。この従業員はターミナル業務についており、得意先に対して時間外抑制に向けた申し入れを行い、今は改善されている。時間外対策については現在行われている本部・支部間折衝において細かい対策を策定している。





【組合主張】


　組合は両協会の時間外対策の報告を受けたうえで、両協会に対し、上記のとおり『長時間労働是正に向けた労使共同アピール（案）』を策定し、両協会に提出。長時間労働対策を労使共通課題として行っていることを内外にアピールしていくよう両協会に提案しました。





【全日検】


　これまでも時間外対策は各支部の時短委員会等で労使共通課題として対策して






































次回交渉


第４回検数労連１８春闘交渉については３月１４日（水）開催の第3回中央港湾団交の推移を見たうえでの事務局調整となります。





いる。その中で労使共同のアピールが必要なのかとの疑問があるが、持ち帰り検討していく。





【日検協会】


　組合からの申し入れ内容は一部理解できない部分もあるが、具体的な活用方法（協会誌に掲載するなど）があれば、協会内部でも検討の余地はある。









































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


